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１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰
および社会的経済活動への支援をします。 
 
2.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し

地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

 患者さんの権利  
 私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行い 

ます。 

１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

2.個人として人格を尊重される権利 

3.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

4.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選

択する権利 

5.個人情報やプライバシーが守られる権利 

6.セカンドオピニオンを受ける権利 

7.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 
 

 患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療 

 歴・アレルギー歴などの情報を提供する必要があります。 
  

2.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り 

 組む必要があります。 

3.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生 

 活上のルールやマナーを遵守する必要があります。 

患者さんの権利と責務について 
適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように
努めます。 
 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努
めます。 
 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合う
チーム医療を目指します。 
 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように
努めます。 
 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

            

 初夏を迎え、山々の緑がいきいきと
している今日この頃、みなさんいかが
お過ごしでしょうか。外気が暖かにな
るにつれ院内行事も外出が増え、気持
ちも上向きになります。 

 広報紙でも、そのような楽しい雰囲気がみなさん     
に伝わると嬉しいです。     広報委員 井村 

 Ｈ26年2月10日、第10回看護研究発表会が開催されました。 

 今回の研究発表は３演題で、各病棟がそれぞれのテーマで１年間研究を行った成果を発

表する場となりましたが、回を重ねるごとに研究内容の質の高さや発表の方法にも工夫が

感じられ、発表後は活発な意見交換も行われ有意義な研究発表となりました。平成16年度

の第１回目から参加者アンケートを取っていますが、発表時間の事、資料の事前配布の事

など運営に関わる意見、「各部署がそれぞれにどんな取り組みをしているか解る」「研究のその後が知りたい」など研究に

対しての意見、研究を隔年にしてほしい（業務が煩雑なため）、研究スタッフを研究のプレゼン研修に参加させて欲しいな

ど率直な意見が出され、これらの意見を参考に回を重ねてきました。 

 これからも研究を通して知識を広げ看護や業務に還元できたらと思います。         （文責 小澤、内林） 

3月17日「院内研究発表会」が開催されました。今回は、看護・心理・医局の3部門から

の発表があり、それぞれが専門的な立場からの見解でアプローチされ、共に「患者理解」

に通じる内容で講演後は活発な質疑応答が交わされ、非常に興味深いものでした。 

今後も各部署の専門性を参考にしながら様々な視点から患者さんと関わって行けるよう

にしようと改めて意識させられました。                                                     

                               （文責 吉田） 

 上記の2タイトルは厚生労働省がこの5～6年で精神医療の指針として強調しています。 
 

平松記念病院もこの指針を受け、今年度は次の目標を掲げてまいりたいと思います。 
 

 

I. 地域に開かれた病院作りを目指し、精神保健相談や地域連携室の強化を図ると共

に、広報誌の内容の充実や市民講座の開催を継続して行います。 

II. 入院を必要とされる方には、精神療法、薬物療法、作業療法など専門療法による

早期からの介入を行い、退院促進を図ります。 

III. 現在行われている外来治療 (作業療法、デイケア、訪問看護)の更なる充実を図

ります。作業療法は外来通院者のニーズに沿った多様なプログラムの提供を用意

し、デイケアでは現在の通所メンバーの年齢や状況に合わせて、在宅療養支援や

就労支援を提供し、訪問看護では単身者の在宅支援のみならず患者様のご家族も

含めた支援を行っていきます。 

  

 これら３つの部門を「包括的在宅療養支援」の柱とし、相互に連携を行う事でより多角的な視点から質の高い

在宅療養支援を行えるようにしていきます。 

 入院が必要な方でも早期に退院し、地域で暮らしていける様に在宅療養支援を行っていくと共に、地域に住む

皆さまのご要望に答えられるよう努力していきたいと思います。 

平松記念病院 

院長 宗 代次 

“入院生活中心から地域生活中心へ”“地域を拠点とする共生社会の実現” 



 去る5月15日（水）に合同レ

ク「春の歌声コンテスト」が

開催されました。 

 今年のはるうた
. . . .

コンテスト

は、紅白対抗戦から個人戦と

変わり、より一層出場者の熱

意を感じる事が出来、会場内

も沢山の声援で盛り上がりま

した。   

    （文責 井村） 

       ⾊々とわからないことを教えていただきながら、頑張っていきたいと思っています。 

臨床⼼理科 ⼼理⼠ 本多 悠（ほんだ はるか） 

～平成26年4月、平松記念病院に新しいスタッフが入りましたので、ご紹介いたします～ 

   諸先輩⽅のご指導のもと⾊々頑張っていきたいと思います。どうぞ宜しくお願い致します。 

外来看護師 末⻑ 栄理⼦（すえなが えりこ） 

       社会⼈1年⽬として、何事も⼀⽣懸命頑張っていきます。よろしくお願い致します。   

                 医事課 精神保健福祉⼠ 鎌⽥ 有作（かまだ ゆうさく） 

       笑顔を忘れず、精⼀杯頑張ります。どうぞよろしくお願い致します。  

医事課 精神保健福祉⼠ ⽥原 亜希⼦（たはら あきこ） 

 ⽇々成⻑していく事ができるよう頑張ります。 

               作業療法科 作業療法⼠ 髙橋 佳奈⼦（たかはし かなこ） 

今夜の晩酌はこれで決まり 
（焼酎サーバー：A.Y氏作） 

 精神科デイケアは病気の再発、再入院

の予防、社会参加の促進を目的にリハビ

リテーション治療を行う通所施設です。 
  

 当院デイケアには就労や復職を希望さ

れる方の「移行機能」、社会生活技術や

日常生活技術の向上あるいは日中の居場

所の 提供を目的とした「日中生活支援

機能」という２つの機能があります。 

  

 デイケアでは、みなさんの希望や目的

が達成できるよう専門のスタッフによる

個別のサポートのほか、ウォーキング、

アロマテラピー、パークゴルフ調理、外

出、共想法など多彩なプログラムを用意

しています。 

 興味がある方は随時見学を受け付けて

おりますので、主治医または外来スタッ

フなどへお気軽に申し出ください。 
 

（デイケア科 科長 盛 和夫） 

 

＜写真2＞ボウリングプログラムの様子です ＜写真1＞移行支援室の様子です 

パーラービーズで電車を作りました 手芸で作ったレース編みの 

写真はコースタ―です。 

手芸の作品： 

クロスステッチでバラ

を作りました。 

ペン習字の作品です 

プチ工房ゼペットで作ったエコクラフト

作品はかごバックです 


